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福
田
雅
章
先
生
略
歴
・
主
要
著
作
目
録
︹
略
歴
︺
一
九
三
八
年
七
月
二
二
日
東
京
都
世
田
谷
区
に
生
ま
れ
る
一
九
五
一
年
三
月
町
立
野
沢
小
学
校
卒
業
︵
長
野
県
佐
久
市
︶
一
九
五
四
年
三
月
世
田
谷
区
梅
ヶ
丘
中
学
校
卒
業
︵
東
京
都
︶
一
九
五
七
年
三
月
都
立
戸
山
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
二
年
三
月
一
橋
大
学
法
学
部
卒
業
一
九
六
六
年
三
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
一
九
七
二
年
六
月
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
大
学
院
修
了
︵
Ｌ
Ｌ
Ｍ
取
得
︶︵
一
九
七
一
年
九
月
か
ら
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
︶
一
九
七
二
年
九
月
同
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
研
究
員
と
し
て
日
本
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
︵
一
九
七
三
年
六
月
ま
で
︶
一
九
七
四
年
三
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
修
得
退
学
一
九
七
四
年
四
月
大
阪
大
学
教
養
部
専
任
講
師
一
九
七
六
年
三
月
大
阪
大
学
教
養
部
助
教
授
一
九
八
三
年
四
月
一
橋
大
学
法
学
部
助
教
授
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一
九
八
四
年
八
月
一
橋
大
学
法
学
部
教
授
一
九
八
七
年
四
月
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
客
員
教
授
︵
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
︶
一
九
九
四
年
二
月
Ｄ
Ｃ
Ｉ
︵
D
efence
for
C
hildren
International＝
子
ど
も
の
権
利
の
た
め
の
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
︶
日
本
支
部
代
表
︵
現
在
に
至
る
︶
一
九
九
六
年
四
月
﹁
第
一
回
子
ど
も
の
権
利
条
約
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
﹂
代
表
︵
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
︶
一
九
九
六
年
日
台
法
律
学
会
理
事
︵
現
在
に
至
る
︶
一
九
九
九
年
四
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
二
〇
〇
一
年
四
月
﹁
第
二
回
個
ど
も
の
権
利
条
約
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
﹂
代
表
︵
二
〇
〇
四
年
一
月
ま
で
︶
二
〇
〇
二
年
三
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
定
年
退
官
二
〇
〇
二
年
四
月
一
橋
大
学
名
誉
教
授
二
〇
〇
二
年
五
月
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
国
連
特
別
総
会
日
本
政
府
代
表
団
顧
問
二
〇
〇
二
年
五
月
Ｄ
Ｃ
Ｉ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
本
部
理
事
二
〇
〇
三
年
四
月
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教
授
二
〇
〇
四
年
四
月
山
梨
学
院
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
︵
法
科
大
学
院
︶
教
授
二
〇
〇
六
年
一
月
﹁
第
三
回
子
ど
も
の
権
利
条
約
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
﹂
代
表
︵
現
在
に
至
る
︶
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二
〇
〇
七
年
四
月
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教
授
二
〇
〇
九
年
三
月
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
定
年
退
職
な
お
︑
上
記
の
ほ
か
︑
次
の
よ
う
な
大
学
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講
し
た
︒
関
西
大
学
法
学
部
︑
甲
南
大
学
法
学
部
︑
関
西
学
院
大
学
法
学
部
︑
近
畿
大
学
法
学
部
︑
龍
谷
大
学
法
学
部
︑
立
命
館
大
学
法
学
部
︑
静
岡
大
学
人
文
学
部
︑
山
形
大
学
人
文
学
部
︑
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
︑
千
葉
大
学
法
経
学
部
︑
大
東
文
化
大
学
法
学
部
︑
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
︑
東
京
女
子
医
科
大
学
な
ど
︒
︹
主
要
著
作
目
録
︺
一
九
六
九
年
﹁
安
楽
死
に
対
す
る
医
師
の
態
度
│
医
師
に
対
す
る
郵
送
式
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
て
﹂
一
橋
論
叢
六
一
︵
六
︶
﹁
カ
レ
ン
ズ
原
則
│
刑
事
責
任
能
力
ル
ー
ル
の
一
断
面
﹂
一
橋
論
叢
六
二
︵
四
︶
一
九
七
一
年
﹁
安
楽
死
の
法
的
許
容
性
﹂
等
太
田
典
礼
︵
編
著
︶﹃
安
楽
死
﹄
ク
リ
エ
イ
ト
社
一
九
七
四
年
﹁
行
刑
問
題
に
対
す
る
裁
判
所
の
関
与
│
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ハ
ン
ズ
│
オ
ッ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
︵
不
干
渉
主
義
︶
の
崩
壊
﹂
一
橋
論
叢
七
一
︵
一
︶
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﹁
安
楽
死
に
対
す
る
医
師
の
態
度
︵
特
集
安
楽
死
︶﹂
現
代
の
エ
ス
プ
リ
八
三
﹁
ア
メ
リ
カ
行
刑
法
に
お
け
る
懲
罰
手
続
と
ブ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
︵
一
︶﹂
阪
大
法
学
九
三
一
九
七
五
年
﹁
法
律
家
の
立
場
か
ら
│
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
︵
特
集
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
│
一
九
八
〇
年
代
の
た
め
に
︶﹂
日
本
臨
床
三
三
︵
八
︶
﹁
ア
メ
リ
カ
行
刑
法
に
お
け
る
懲
罰
手
続
と
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
︵
二
︶﹂
阪
大
法
学
九
五
﹁
業
務
上
過
失
傷
害
罪
と
業
務
の
意
義
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
セ
ミ
ナ
ー
法
学
全
集
一
六
﹃
刑
法
Ⅱ
各
論
﹄
“A
Survey
R
esearch
of
D
octors
A
ttitudes
T
ow
ard
E
uthanasia
in
B
oston
and
in
T
okyo”
O
saka
U
n
iversity
L
aw
R
eview
22
一
九
七
六
年
﹁
パ
ロ
ウ
ル
取
消
手
続
に
関
す
る
モ
リ
ッ
セ
イ
│
ギ
ャ
グ
ノ
ン
判
決
に
つ
い
て
﹂
大
阪
大
学
教
養
学
部
研
究
集
録
人
文
・
社
会
科
学
二
四
﹁
安
楽
死
と
医
療
の
倫
理
﹂
書
斎
の
窓
二
五
四
一
九
七
七
年
﹁
生
と
死
の
権
利
﹂
大
阪
大
学
教
養
部
総
合
講
座
﹃
生
と
死
﹄
一
九
七
八
年
﹁
ニ
コ
ラ
ス
・
Ｎ
・
キ
ッ
ト
リ
ー
﹃
生
き
る
権
利
と
死
ぬ
権
利
│
い
か
に
決
定
を
下
す
か
の
問
題
﹄﹂
金
澤
文
雄
︵
編
︶﹁
ド
イ
ツ
に
お
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け
る
最
近
の
自
殺
・
安
楽
死
論
議
﹂
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
五
三
﹁
受
刑
者
懲
罰
手
続
に
関
す
る
ウ
ォ
ル
フ
対
マ
ク
ド
ネ
ル
判
決
に
つ
い
て
﹂
大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録
人
文
・
社
会
科
学
二
六
﹁
条
例
と
法
律
と
の
関
係
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
七
﹃
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
﹄
﹁
第
一
二
章
刑
法
の
基
本
常
識
﹂
榎
原
猛
︵
編
︶﹃
法
の
基
本
常
識
﹄
法
律
文
化
社
﹁
行
刑
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
九
﹃
英
米
判
例
百
選
Ⅰ
公
法
﹄
﹁
法
律
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
関
わ
り
合
い
﹂
大
阪
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
八
月
号
﹁
大
阪
地
裁
安
楽
死
事
件
解
題
﹂
阪
大
法
学
一
〇
八
一
九
七
九
年
﹁
第
四
章
Ⅴ
安
楽
死
﹂
莇
立
明
・
中
井
美
雄
︵
編
︶﹃
医
療
過
誤
法
入
門
﹄
青
林
書
院
新
社
﹁
受
刑
者
移
送
に
関
し
て
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
を
否
定
し
た
ミ
ー
チ
ャ
ム
対
フ
ァ
ー
ノ
判
決
に
つ
い
て
│
新
し
い
﹃
ハ
ン
ズ
・
オ
ッ
フ
﹄
ド
ク
ト
リ
ン
の
出
現
﹂
大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録
人
文
・
社
会
科
学
二
七
翻
訳
﹁
受
刑
者
の
法
的
地
位
に
関
す
る
Ａ
Ｂ
Ａ
基
準
︵
仮
案
︶﹂
阪
大
法
学
一
一
二
翻
訳
S.K
ranz
他
︵
著
︶﹁
受
刑
者
の
権
利
・
義
務
に
関
す
る
模
範
規
則
︵
一
︶
│
ボ
ス
ト
ン
大
学
刑
事
司
法
セ
ン
タ
ー
案
﹂
阪
大
法
学
一
一
二
一
九
八
〇
年
﹁
M
eachum
v.F
ao:427
U
.S.215,96
S.C
t.2532
(1976)│
一
定
の
事
実
の
発
生
を
要
件
と
し
て
の
み
受
刑
者
の
移
送
︵
transfer︶
を
許
容
し
得
る
旨
の
州
法
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
︑
そ
れ
が
い
か
に
大
き
な
不
利
益
を
受
刑
者
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
も
︑
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当
該
移
送
に
は
合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
の
適
正
手
続
条
項
の
保
護
は
お
よ
ば
な
い
│
新
し
い
“hand-of
”
doctrine
の
出
現
﹂
ア
メ
リ
カ
法
一
九
七
九
︵
二
︶
﹁
受
刑
者
の
法
的
地
位
と
﹃
要
綱
案
﹄︵
特
集
監
獄
法
の
改
正
︶﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
二
﹁
逸
脱
視
点
の
転
換
│
ラ
ベ
リ
ン
グ
論
﹂
関
西
非
行
問
題
研
究
会
︵
編
︶﹃
非
行
克
服
の
現
場
と
理
論
﹄
三
和
書
房
﹁
第
三
編
第
四
章
刑
罰
の
執
行
﹂﹁
同
第
五
章
刑
罰
の
消
滅
﹂﹁
同
第
六
章
保
安
処
分
﹂
福
田
平
・
大
塚
仁
︵
編
著
︶﹃
講
義
・
刑
法
総
論
﹄
青
木
書
院
新
社
﹁
監
獄
法
改
正
要
綱
案
批
判
│
既
決
︵
特
集
監
獄
法
﹃
改
正
﹄︶
法
と
民
主
主
義
一
四
九
﹁
在
監
者
の
不
服
申
立
権
﹂
重
松
一
義
︵
編
︶﹃
監
獄
法
演
習
﹄
新
有
堂
一
九
八
一
年
﹁
被
拘
留
者
の
権
利
に
関
す
る
ベ
ル
対
ウ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
判
決
に
つ
い
て
﹂
大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録
人
文
・
社
会
科
学
二
九
﹁
刑
事
政
策
︵
特
集
一
九
八
一
年
学
界
回
顧
︶﹂
法
律
時
報
五
三
︵
一
三
︶
﹁
安
楽
死
﹂
山
下
末
人
︵
編
︶﹃
法
学
│
実
例
に
よ
る
法
学
入
門
﹄
法
律
文
化
社
一
九
八
二
年
﹁
監
獄
法
﹃
改
正
﹄
の
検
討
︵
一
三
︶
図
書
の
閲
覧
・
ニ
ュ
ー
ス
の
供
与
﹂
法
律
時
報
五
四
︵
三
︶
﹁
処
遇
権
の
基
礎
︵
一
︶︵
特
集
刑
罰
権
と
処
遇
権
の
基
礎
︶﹂
刑
法
雑
誌
二
五
︵
一
︶
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
刑
法
改
正
案
に
お
け
る
訴
訟
遂
行
能
力
︿
最
近
の
外
国
刑
法
事
情
︵
四
︶﹀﹂
警
察
研
究
五
三
︵
一
〇
︶
﹁
刑
事
政
策
︵
特
集
一
九
八
二
年
学
界
回
顧
︶﹂
法
律
時
報
五
四
︵
一
二
︶
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一
九
八
三
年
﹁
犯
罪
の
原
因
と
対
策
・
保
安
処
分
︵
日
本
︶﹂
刑
法
理
論
研
究
会
︵
編
︶﹃
現
代
刑
法
学
原
論
︹
総
論
︺﹄
三
省
堂
﹁
受
刑
者
の
法
的
地
位
と
監
獄
法
改
正
︵
一
︶︵
特
集
刑
事
・
留
置
施
設
両
法
案
の
検
討
︶﹂
法
律
時
報
五
五
︵
二
︶
﹁
ア
メ
リ
カ
の
医
療
過
誤
に
関
す
る
刑
事
判
例
﹂
中
山
研
一
・
泉
正
夫
︵
編
著
︶﹃
医
療
事
故
の
刑
事
判
例
﹄
成
文
堂
﹁
安
楽
死
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
点
│
安
楽
死
は
タ
ブ
ー
か
︵
特
集
生
命
・
医
療
・
法
︶﹂
自
由
と
正
義
三
四
︵
七
︶
﹁
法
に
お
け
る
生
命
の
尊
厳
﹂
三
輪
正
ほ
か
︵
著
︶﹃
い
の
ち
を
考
え
る
：
大
阪
学
開
放
講
座
よ
り
﹄
メ
デ
ィ
カ
ル
葵
出
版
﹁
刑
事
政
策
︵
特
集
一
九
八
三
年
学
界
回
顧
︶﹂
法
律
時
報
五
五
︵
一
二
︶
﹁
安
楽
死
﹂
他
二
六
項
目
分
担
執
筆
河
本
一
郎
・
中
野
貞
一
郎
︵
編
︶﹃
法
律
学
用
語
小
事
典
﹄
有
斐
閣
﹁
一
厘
事
件
︵
大
判
明
四
三
・
一
〇
・
一
一
︶
他
四
項
目
分
担
執
筆
中
川
淳
︵
編
︶﹃
判
例
事
典
﹄
六
法
出
版
社
一
九
八
四
年
﹁
禁
錮
の
合
憲
性
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
二
﹃
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
︹
第
二
版
︺﹄
﹁
第
六
章
刑
法
﹂
榎
原
猛
︵
編
︶﹃
基
礎
法
学
﹄
法
律
文
化
社
﹁
少
年
保
護
事
件
に
お
け
る
v
再
審
w
│
柏
の
少
女
殺
し
事
件
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
五
時
増
刊
・
昭
和
五
八
年
度
重
要
判
例
解
説
﹁
犯
罪
前
歴
者
に
対
す
る
職
業
制
限
を
克
服
す
る
た
め
の
法
理
│
ア
メ
リ
カ
法
の
展
望
に
関
す
る
覚
書
﹂
法
学
研
究
︵
一
橋
大
学
︶
一
四
﹁
第
二
編
第
五
章
違
法
性
阻
却
﹂
大
野
真
義
・
墨
谷
葵
︵
編
著
︶﹃
要
説
刑
法
総
論
﹄
嵯
峨
野
書
院
﹁
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
制
﹂
他
一
五
項
目
分
担
執
筆
遠
藤
浩
・
福
田
平
・
成
田
頼
明
︵
編
︶﹃
現
代
法
事
典
﹄
ぎ
ょ
う
せ
い
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﹁
安
楽
死
﹂
他
一
〇
項
目
分
担
執
筆
伊
藤
正
巳
︵
編
︶﹃
国
民
法
律
百
科
大
辞
典
﹄
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
八
五
年
﹁
受
刑
者
の
法
的
地
位
﹂
澤
登
俊
雄
ほ
か
︵
編
著
︶﹃
刑
事
政
策
﹄
蒼
林
社
一
九
八
六
年
﹁
少
年
法
の
拡
散
現
象
と
少
年
の
人
権
︵
特
集
少
年
の
人
権
と
健
全
育
成
︶﹂
刑
法
雑
誌
二
七
︵
一
︶
﹁
刑
法
四
二
条
一
項
の
自
首
が
適
用
さ
れ
た
事
例
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
二
﹃
臨
時
増
刊
・
昭
和
六
〇
年
度
重
要
判
例
解
説
﹄
一
九
八
七
年
﹁
横
領
罪
﹂﹁
背
任
罪
﹂﹁
涜
職
罪
﹂
大
野
真
義
・
墨
谷
葵
︵
編
︶﹃
要
説
刑
法
各
論
﹄
嵯
峨
野
書
院
﹁
第
二
編
第
二
章
犯
罪
の
原
因
と
対
策
﹂
刑
法
理
論
研
究
会
﹃
現
代
刑
法
原
論
︹
総
論
︺
改
訂
版
﹄
三
省
堂
﹁
被
告
人
の
予
防
拘
禁
を
合
憲
と
す
る
サ
ラ
ー
ノ
判
決
を
め
ぐ
っ
て
﹂
一
橋
論
叢
九
八
︵
五
︶
一
九
八
八
年
﹁
ア
メ
リ
カ
│
対
立
す
る
行
刑
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
│
外
国
の
監
獄
法
制
と
被
拘
禁
者
の
人
権
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
四
一
﹃
監
獄
の
現
在
﹄
一
九
八
九
年
﹁
お
わ
り
に
│
人
権
の
国
際
性
と
わ
が
国
の
被
拘
禁
者
処
遇
﹂
刑
事
立
法
研
究
会
﹁
国
際
人
権
法
と
代
用
監
獄
│
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
﹃
警
察
拘
置
所
で
の
拘
禁
│
一
九
八
九
年
二
月
パ
ー
カ
ー
・
ジ
ョ
デ
ル
報
告
書
﹄
を
読
む
﹂
國
學
院
法
學
二
七
︵
二
︶
一
九
九
〇
年
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﹁
刑
事
法
に
お
け
る
強
制
の
根
拠
と
し
て
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
│
ミ
ル
の
﹃
自
由
原
理
﹄
に
内
在
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
﹂
一
橋
論
叢
一
〇
三
︵
一
︶
﹁
死
刑
を
廃
止
で
き
な
い
日
本
社
会
の
論
理
│
死
刑
制
度
廃
止
に
む
け
て
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
二
八
﹁
日
本
社
会
の
論
理
と
公
害
と
い
う
人
工
砂
漠
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
│
環
境
問
題
解
決
へ
向
け
て
の
論
理
︵
特
集
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹃
環
境
問
題
﹄︶
一
橋
論
叢
一
〇
四
︵
四
︶
座
談
会
﹁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹃
環
境
問
題
﹄
を
終
え
て
︵
特
集
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹃
環
境
問
題
﹄︶﹂
一
橋
論
叢
一
〇
四
︵
四
︶
﹁
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
視
点
│
フ
ル
ス
マ
ン
記
念
論
文
集
の
紹
介
︵
一
︶﹂
刑
法
読
書
会
﹃︹
学
界
展
望
︺
最
近
の
外
国
刑
法
事
情
九
四
﹄
警
察
研
究
六
一
︵
一
〇
︶
﹁
女
子
高
校
生
監
禁
殺
害
事
件
│
な
ぜ
こ
ん
な
v
残
虐
な
行
為
w
を
し
た
の
か
︵
特
集
少
年
司
法
の
最
前
線
︶﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
三
一
“A
C
ritical
A
nalysis
of
Juvenile
Justice
System
in
Japan:D
ebasem
ent
of
the
Juvenile
L
aw
to
A
ttain
U
narticulated
Social
and
E
conom
ic
P
urposes”
H
itotsu
bash
i
Jou
rn
al
of
L
aw
an
d
P
olitics
18
一
九
九
一
年
﹁
国
際
人
権
法
か
ら
み
た
刑
事
施
設
法
案
の
受
刑
者
処
遇
原
則
︵
特
集
拘
禁
二
法
と
国
際
基
準
︶﹂
法
律
時
報
六
三
︵
五
︶
﹁
刑
務
所
見
学
法
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
﹃
法
学
入
門
一
九
九
一
年
﹄
﹁
国
際
人
権
法
に
お
け
る
被
疑
者
取
調
べ
﹂
井
戸
田
侃
ほ
か
︵
編
︶﹃
総
合
研
究
・
被
疑
者
取
調
べ
﹄
日
本
評
論
社
﹁
受
刑
者
の
権
利
﹂
宮
崎
繁
樹
・
五
十
嵐
二
葉
・
福
田
雅
章
︵
編
著
︶﹃
国
際
人
権
基
準
に
よ
る
刑
事
手
続
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
青
峰
社
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座
談
会
﹁
少
年
非
行
と
少
年
法
の
担
い
手
│
あ
る
べ
き
少
年
司
法
を
求
め
て
︵
特
集
少
年
非
行
と
少
年
法
︶﹂︵
荒
木
伸
怡
・
斉
藤
豊
治
・
多
田
元
・
津
田
玄
児
・
寺
尾
史
子
・
福
田
雅
章
・
吉
峯
康
博
・
若
穂
井
透
︶
法
律
時
報
六
三
︵
一
二
︶
一
九
九
二
年
座
談
会
﹁
監
獄
法
改
正
の
必
要
性
と
課
題
﹂︵
五
十
嵐
二
葉
・
澤
登
俊
雄
・
所
一
彦
・
福
田
雅
章
︶
法
律
時
報
六
四
︵
一
︶
法
律
時
評
﹁﹃
暴
力
団
対
策
法
﹄
の
問
題
点
と
危
険
性
﹂
法
律
時
報
六
四
︵
二
︶
﹁
強
盗
罪
の
要
件
た
る
暴
行
脅
迫
︵
一
︶﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
七
﹃
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
︹
第
三
版
︺﹄
﹁
報
告
Ⅱ
受
刑
者
の
処
遇
︵
特
集
刑
事
拘
禁
法
の
諸
問
題
︶﹂
刑
法
雑
誌
三
二
︵
三
︶
﹁
綾
瀬
母
子
殺
し
冤
罪
事
件
二
少
年
に
対
す
る
保
護
・
救
済
装
置
は
機
能
し
た
か
︵
少
年
事
件
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
五
︶﹂︵
福
田
雅
章
・
佐
々
木
光
明
︶
法
律
時
報
六
四
︵
一
〇
︶
翻
訳
Ｅ
・
フ
ェ
ル
ハ
ー
レ
ン
﹁
講
演
教
育
と
子
ど
も
の
権
利
﹂
季
刊
教
育
法
九
一
﹁
塀
の
中
の
女
性
の
人
権
│
女
性
被
収
容
者
の
処
遇
︵
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
う
ひ
と
つ
の
﹁
監
獄
法
﹂︵
一
一
︶︶﹂︵
福
田
雅
章
・
岡
田
久
美
子
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
五
六
一
九
九
三
年
﹁
女
子
高
校
生
監
禁
死
亡
事
件
︵
少
年
事
件
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
九
︶﹂︵
福
田
雅
章
・
黒
岩
哲
彦
︶
法
律
時
報
六
五
︵
一
︶
対
談
﹁
日
本
は
な
ぜ
死
刑
を
手
ば
な
せ
な
い
か
│
戦
争
裁
判
と
戦
後
社
会
文
化
構
造
か
ら
考
え
る
﹂︵
福
田
雅
章
・
内
海
愛
子
︶
イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
八
〇
﹁
刑
事
手
続
と
国
政
調
査
権
│
刑
事
法
学
の
立
場
か
ら
︵
特
集
構
造
的
汚
職
と
国
政
調
査
権
︶﹂
法
律
時
報
六
五
︵
一
〇
︶
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座
談
会
﹁
監
獄
法
改
正
で
い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
︵
上
︶﹂︵
鴨
下
守
孝
・
古
瀬
駿
介
・
澤
登
俊
雄
・
福
田
雅
章
・
村
井
敏
邦
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
六
五
座
談
会
﹁
監
獄
法
改
正
で
い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
︵
下
︶﹂︵
鴨
下
守
孝
・
古
瀬
駿
介
・
澤
登
俊
雄
・
福
田
雅
章
・
村
井
敏
邦
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
六
六
﹁
受
刑
者
の
法
的
地
位
﹂
澤
登
俊
雄
ほ
か
︵
編
著
︶﹃
新
・
刑
事
政
変
﹄
日
本
評
論
社
座
談
会
﹁
監
獄
改
善
の
道
を
さ
ぐ
る
︵
上
︶
│
元
受
刑
者
と
考
え
る
監
獄
法
改
正
問
題
﹂︵
荒
井
彰
・
Ａ
・
海
渡
雄
一
・
新
倉
修
・
赤
池
一
将
・
福
田
雅
章
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
六
八
一
九
九
四
年
座
談
会
﹁
監
獄
改
善
の
道
を
さ
ぐ
る
︵
中
︶
│
元
受
刑
者
と
考
え
る
監
獄
法
改
正
問
題
﹂︵
荒
井
彰
・
Ａ
・
海
渡
雄
一
・
新
倉
修
・
赤
池
一
将
・
福
田
雅
章
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
六
九
﹁
Ⅳ
カ
ナ
ダ
﹂
澤
登
俊
雄
︵
編
著
︶﹃
世
界
諸
国
の
少
年
法
制
﹄
成
文
堂
﹁
安
楽
死
﹂
萌
立
明
・
中
井
美
雄
︵
編
︶﹃
医
療
過
誤
法
﹄
青
林
書
院
座
談
会
﹁
監
獄
改
善
の
道
を
さ
ぐ
る
︵
下
︶
│
元
受
刑
者
と
考
え
る
監
獄
法
改
正
問
題
﹂︵
荒
井
彰
・
Ａ
・
海
渡
雄
一
・
新
倉
修
・
赤
池
一
将
・
福
田
雅
章
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
七
一
講
演
録
﹃
死
刑
執
行
法
務
大
臣
の
義
務
か
│
死
刑
執
行
の
停
止
を
求
め
て
﹄
自
由
人
権
協
会
“T
he
U
.N
.C
onvention
on
the
R
ights
of
the
C
hild
and
T
he
Situation
of
C
hildren
in
Japan”﹃
主
権
と
自
由
の
現
代
的
課
題
│
杉
原
泰
雄
教
授
退
官
記
念
論
文
集
﹄
勁
草
書
房
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﹁
わ
が
国
の
社
会
文
化
構
造
と
犯
罪
対
応
策
﹂
福
田
雅
章
ほ
か
︵
編
︶﹃
福
田
平
・
大
塚
仁
博
士
古
稀
祝
賀
刑
事
法
学
の
総
合
的
検
討
︵
下
︶﹄
有
斐
閣
翻
訳
E
ngine
V
erhelen
︵
著
︶﹁
教
育
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
︵
特
集
現
代
社
会
と
子
ど
も
の
権
利
︶﹂
一
橋
論
叢
一
一
二
︵
四
︶
﹁
わ
が
国
の
社
会
文
化
構
造
と
子
ど
も
の
人
権
︵
特
集
現
代
社
会
と
子
ど
も
の
権
利
︶﹂
一
橋
論
叢
一
一
二
︵
四
︶
一
九
九
五
年
﹁
法
務
大
臣
に
死
刑
執
行
の
義
務
は
あ
る
か
│
死
刑
執
行
の
停
止
に
関
す
る
予
備
調
査
を
踏
ま
え
て
︵
特
集
死
刑
制
度
の
検
討
︶﹂
刑
法
雑
誌
三
五
︵
一
︶
﹁﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
の
基
本
原
則
と
少
年
司
法
﹂
国
際
人
権
六
翻
訳
F
iona
B
lyth-K
ubota︵
著
︶﹁
子
ど
も
の
権
利
条
約
と
国
連
の
機
能
│
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
委
員
会
の
役
割
﹂
国
際
人
権
六
一
九
九
六
年
﹁
戦
後
日
本
を
映
し
出
す
オ
ウ
ム
問
題
﹂
青
年
法
律
家
三
〇
三
﹁
塀
の
中
の
女
性
の
人
権
│
女
性
被
収
容
者
の
処
遇
﹂︵
福
田
雅
章
・
岡
田
久
美
子
︶
刑
事
立
法
研
究
会
︵
編
︶﹃
入
門
・
監
獄
改
革
﹄
日
本
評
論
社
﹁
安
楽
死
︵
東
海
大
学
安
楽
死
事
件
︶﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
〇
﹃
医
療
過
誤
判
例
百
選
︹
第
二
版
︺﹄
一
九
九
七
年
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﹁
強
盗
罪
の
要
件
た
る
暴
力
脅
迫
︵
一
︶﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
三
﹃
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
︹
第
四
版
︺﹄
﹁
人
権
革
命
と
し
て
の
﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
の
実
践
運
動
│
﹃
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
﹄
の
活
動
と
そ
の
意
義
︵
特
集
子
ど
も
の
権
利
条
約
・
そ
の
後
の
展
開
︶﹂
教
育
四
七
︵
六
︶
﹁
豊
か
な
国
︑
日
本
社
会
に
お
け
る
﹃
子
ど
も
期
の
喪
失
﹄
│
﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
報
告
審
査
制
度
と
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
意
義
︵
特
集
子
ど
も
の
権
利
を
め
ぐ
る
現
状
︶﹂
法
律
時
報
六
九
︵
八
︶
鼎
談
﹁
お
上
は
覗
き
が
大
好
き
!?│
盗
聴
捜
査
が
招
く
一
億
総
容
疑
者
化
時
代
︵
特
集
盗
聴
│
し
の
び
よ
る
テ
ク
ノ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
︶﹂︵
福
田
雅
章
・
福
島
瑞
穂
・
小
倉
利
丸
︶
イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
一
〇
四
﹁
ぼ
く
だ
っ
て
﹃
居
場
所
﹄
が
欲
し
い
│
子
ど
も
た
ち
の
命
を
賭
し
て
の
意
見
証
明
﹂
創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員
会
︵
編
︶
福
田
雅
章
︵
監
修
︶﹃
子
ど
も
の
人
権
を
考
え
る
﹄
第
三
文
明
社
﹁﹃
子
ど
も
期
の
喪
失
﹄
を
克
服
す
る
た
め
の
法
理
│
﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
﹄
の
作
成
を
終
え
て
︵
特
集
日
本
と
世
界
の
教
育
問
題
・
教
育
改
革
︶﹂
一
橋
論
叢
一
一
八
︵
四
︶
﹁
発
刊
に
あ
た
っ
て
﹂
子
ど
も
の
権
利
条
約
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
︵
編
︶﹃v
豊
か
な
国
w
日
本
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
期
の
喪
失
│
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
へ
の
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
﹄
花
伝
社
一
九
九
八
年
﹁﹃
居
場
所
﹄
を
奪
う
破
防
法
の
適
用
を
許
す
な
！
﹂
オ
ウ
ム
破
防
法
弁
護
団
︵
編
著
︶﹃
オ
ウ
ム
﹁
破
防
法
﹂
事
件
の
記
録
│
解
散
請
求
か
ら
棄
却
決
定
ま
で
﹄
社
会
思
想
社
﹁
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
こ
ろ
﹂
福
田
雅
章
ほ
か
︵
著
︶﹃
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︵
日
本
を
見
る
目
・
世
界
を
見
る
目
：
国
際
理
解
の
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本六
︶﹄
岩
崎
書
店
；
﹁
立
花
隆
の
研
究
│
歪
み
始
め
た
v
知
の
巨
人
w﹂
宝
石
二
六
︵
七
︶
対
談
﹁﹃
居
場
所
﹄
の
な
い
管
理
社
会
へ
の
告
発
﹂︵
蒲
田
彗
・
福
田
雅
章
︶
第
三
文
明
七
月
号
﹁
虞
犯
事
実
と
一
事
不
再
理
効
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
七
﹃
少
年
法
判
例
百
選
﹄
﹁
国
連
に
し
か
ら
れ
た
日
本
政
府
︵
実
践
﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄︶﹂
女
性
＆
運
動
一
九
一
一
九
九
九
年
﹁
子
ど
も
の
人
権
を
排
除
し
て
き
た
こ
の
国
の
教
育
制
度
﹂
第
三
文
明
一
月
号
﹁
子
ど
も
の
意
見
を
聞
き
な
さ
い
│
国
連
委
員
カ
ー
プ
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
灯
台
四
六
二
﹁
国
連
﹃
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
﹄
か
ら
の
﹃
勧
告
﹄
を
読
み
解
く
︵
一
︶
│
﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
﹄
の
実
践
を
踏
ま
え
て
﹂
法
学
研
究
︵
一
橋
大
学
︶
三
二
﹁
河
上
亮
一
﹃
学
校
崩
壊
﹄
の
デ
タ
ラ
メ
│
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
著
者
を
徹
底
批
判
す
る
﹂
宝
石
二
七
︵
六
︶
﹁﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
を
歪
め
る
危
な
い
学
者
│
波
多
野
里
望
は
国
家
人
権
委
員
と
し
て
ふ
さ
し
わ
し
い
か
︵
特
集
悩
め
る
子
ど
も
た
ち
︶﹂
宝
石
二
七
︵
七
︶
﹁
小
林
よ
し
の
り
の
あ
き
れ
た
戦
争
論
│
危
な
い
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
斬
る
﹂
宝
石
二
七
︵
八
︶
﹁﹃
居
場
所
﹄
を
奪
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
﹂
生
活
教
育
九
月
号
﹁
い
わ
れ
の
な
い
オ
ウ
ム
信
徒
の
﹃
非
国
民
化
﹄
│
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
た
翼
賛
体
制
の
政
治
目
的
﹂
創
二
九
︵
一
〇
︶
﹁
お
む
つ
︑
皿
洗
い
も
父
親
の
役
割
│
愛
す
る
奥
さ
ん
の
子
育
て
を
少
し
で
も
助
け
る
た
め
に
﹂
灯
台
四
七
〇
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﹁
無
差
別
大
量
殺
人
規
制
法
は
権
力
の
陰
険
さ
の
象
徴
﹂
週
刊
金
曜
日
二
九
〇
﹁
権
力
が
ば
ら
ま
く
﹃
サ
リ
ン
﹄
│
v
オ
ウ
ム
対
策
法
w
は
第
二
の
破
防
法
だ
！
﹂
週
刊
金
曜
日
二
九
一
﹁
問
わ
れ
た
先
進
国
日
本
の
﹃
子
ど
も
期
の
喪
失
﹄
│
人
間
関
係
を
形
成
す
る
権
利
と
し
て
の
意
見
表
明
権
﹂
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｄ
Ｃ
Ｉ
日
本
支
部
︵
編
︶﹃
子
ど
も
期
の
回
復
│
子
ど
も
の
v
こ
と
ば
w
を
う
ば
わ
な
い
関
係
を
求
め
て
﹄
花
伝
社
﹃
子
ど
も
の
権
利
を
考
え
る
│
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
﹄
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
二
〇
〇
〇
年
﹁
豊
か
な
国
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
期
の
喪
失
か
ら
回
復
へ
﹂
新
英
語
教
育
三
六
九
﹁
子
ど
も
の
人
権
と
少
年
法
改
正
︵
特
集
少
年
司
法
改
革
の
諸
問
題
︶﹂
刑
法
雑
誌
三
九
︵
三
︶
﹁
い
わ
れ
の
な
い
﹃
オ
ウ
ム
信
徒
の
非
国
民
化
﹄
│
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
た
翼
賛
体
制
の
政
治
目
的
﹂
Ｓ
Ｙ
Ｚ
Ｙ
Ｇ
Ｙ
特
別
号
日
本
語
版
﹃
オ
ウ
ム
真
理
教
と
人
権
﹄
﹁﹃
少
年
法
改
正
﹄
で
事
件
は
解
決
し
な
い
﹂
週
刊
金
曜
日
三
一
七
﹁
戦
後
大
人
社
会
へ
の
反
乱
と
し
て
の
少
年
非
行
﹂
働
く
人
五
〇
九
二
〇
〇
一
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
少
年
法
改
正
を
考
え
る
﹂︵
石
井
小
夜
子
・
木
村
晋
介
・
土
本
武
司
・
福
田
雅
章
︶
大
東
文
化
大
学
法
学
研
究
所
報
別
冊
一
〇
﹁
少
年
法
改
正
を
憤
る
！
﹂
働
く
人
五
一
五
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鼎
談
﹁
死
刑
の
時
代
へ
ど
う
踏
み
込
ん
で
き
た
か
│
一
九
九
九
年
を
考
え
る
﹂︵
福
田
雅
章
・
海
渡
雄
一
・
笹
原
恵
︶﹃
終
身
刑
を
考
え
る
│
年
報
・
死
刑
廃
止
二
〇
〇
〇
│
二
〇
〇
一
﹄
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
﹁
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
の
権
利
の
本
質
を
問
う
│
﹃
川
崎
市
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
は
︑
子
ど
も
の
権
利
の
本
質
を
踏
ま
え
て
い
る
か
﹂
教
育
五
一
︵
九
︶
﹁
子
ど
も
の
権
利
の
本
質
と
は
な
に
か
│
自
己
決
定
権
と
意
見
表
明
権
の
は
ざ
ま
な
で
﹂
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
六
〇
九
二
〇
〇
二
年
﹃
日
本
の
社
会
文
化
構
造
と
人
権
│
v
仕
組
ま
れ
た
自
由
w
の
な
か
で
の
安
楽
死
・
死
刑
・
受
刑
者
・
少
年
法
・
オ
ウ
ム
・
子
ど
も
問
題
﹄
明
石
書
店
﹁﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
に
お
け
る
発
達
と
指
導
︵
特
集
学
童
保
育
に
お
け
る
指
導
を
考
え
る
︶﹂
学
童
保
育
研
究
三
二
〇
〇
三
年
﹁v
国
力
回
復
w
に
利
用
さ
れ
る
道
徳
教
育
﹂
週
刊
金
曜
日
四
六
二
﹁
長
崎
男
児
殺
害
事
件
経
済
優
先
社
会
の
犠
牲
者
﹂
週
刊
金
曜
日
四
六
八
二
〇
〇
四
年
﹁
ア
メ
リ
カ
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
運
動
の
意
味
︵
上
︶︵
江
川
孝
雄
教
授
退
職
記
念
号
︶﹂
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
五
一
﹁︿
権
利
委
員
会
の
勧
告
﹀
政
府
の
施
策
は
権
利
条
約
違
反
﹂
週
刊
金
曜
日
五
〇
〇
﹁
教
育
基
本
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹂
日
本
教
育
法
学
会
︵
編
︶
法
律
時
報
増
刊
﹃
教
育
基
本
法
改
正
批
判
﹄
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﹁
国
連
は
日
本
政
府
に
何
を
勧
告
し
た
の
か
︵
特
集
子
ど
も
の
権
利
条
約
・
批
准
一
〇
年
︶﹂
女
性
＆
運
動
一
〇
九
﹁﹃
戦
争
を
も
い
と
わ
な
い
﹄
国
民
を
育
て
る
た
め
に
﹂
週
刊
金
曜
日
五
一
一
﹁
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の
勧
告
を
読
む
︵
特
集
生
か
さ
れ
て
い
る
か
﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
批
准
か
ら
一
〇
年
︶︵
福
田
雅
章
・
小
笠
原
彩
子
︶
ク
レ
ス
コ
四
︵
八
︶
二
〇
〇
五
年
﹁
あ
ら
た
め
て
﹃
子
ど
も
の
居
場
所
﹄
を
検
証
す
る
│
子
と
も
の
意
見
表
明
権
こ
そ
は
︑
人
間
関
係
を
形
成
し
︑
居
場
所
を
実
現
す
る
権
利
で
あ
る
︵
特
集
居
場
所
づ
く
り
の
構
想
︶﹂
月
刊
社
会
教
育
四
九
︵
一
︶
﹃﹁
こ
ど
も
の
権
利
条
約
﹂
絵
事
典
﹄︵
木
附
千
晶
・
福
田
雅
章
・
森
野
さ
か
な
︶
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
﹁
ア
メ
リ
カ
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
運
動
の
意
味
︵
下
︶︵
江
口
清
三
郎
教
授
・
濱
田
一
成
教
授
退
職
記
念
号
︶﹂
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
五
四
座
談
会
﹁
大
人
は
怒
り
を
受
け
止
め
き
れ
て
い
る
か
︵
子
ど
も
の
虐
待
︶﹂︵
斎
藤
学
・
田
中
孝
彦
・
福
田
雅
章
︶
週
刊
金
曜
日
五
五
六
﹁
F
ram
ew
ork
to
C
onsider
the
C
hildren’s
Issues
in
a
“D
eveloped
C
ountry,”
Japan
﹂
山
梨
学
院
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
﹁
二
〇
〇
五
年
人
権
問
題
岡
山
県
民
講
座
︵
九
月
五
日
︶
対
談
福
田
雅
章
・
一
ツ
橋
大
学
名
誉
教
授
三
宅
良
子
・
子
ど
も
の
権
利
の
た
め
の
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
岡
山
セ
ク
シ
ョ
ン
代
表
﹂
地
域
と
人
権
二
六
二
二
〇
〇
六
年
﹁
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
招
へ
い
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
と
意
義
│
第
三
回
報
告
審
査
に
向
け
て
深
め
ら
れ
た
子
ど
も
の
権
利
の
本
質
﹂
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人
間
と
教
育
四
九
二
〇
〇
七
年
教
員
座
談
会
﹁
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
を
奪
わ
れ
た
教
員
た
ち
︵
二
〇
〇
七
子
ど
も
を
救
え
特
集
追
い
つ
め
ら
れ
る
教
員
た
ち
︶﹂︵
金
崎
満
・
伏
見
忠
・
福
田
雅
章
・
深
澤
裕
・
青
木
茂
雄
︶
週
刊
金
曜
日
六
三
八
﹁
教
育
再
生
会
議
第
一
次
報
告
書
の
問
題
点
︵
二
〇
〇
七
子
ど
も
を
救
え
！
︶﹂
週
刊
金
曜
日
六
四
一
﹁
今
こ
そ
︑
子
ど
も
に
誘
わ
れ
︑﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
の
実
現
を
！
﹂
月
刊
家
庭
科
研
究
二
六
七
﹁
少
年
法
﹃
改
正
﹄
で
小
学
生
も
少
年
院
へ
⁉
﹂
週
刊
金
曜
日
六
五
二
﹁﹃
子
ど
も
の
権
利
条
約
﹄
が
お
と
な
に
課
し
た
義
務
︵
二
〇
〇
七
子
ど
も
を
救
え
！
︶﹂
週
刊
金
曜
日
六
五
四
二
〇
〇
八
年
座
談
会
﹁
日
本
版
Ｐ
Ｆ
Ｉ
刑
務
所
に
つ
い
て
﹂︵
赤
池
一
将
・
歌
代
正
・
太
田
幸
充
・
佐
々
木
純
・
末
岡
竜
夫
・
中
島
学
・
福
田
雅
章
・
村
井
敏
邦
・
吉
野
智
︶
刑
事
立
法
研
究
会
︵
編
︶﹃
刑
務
所
民
営
化
の
ゆ
く
え
│
日
本
版
Ｐ
Ｆ
Ｉ
刑
務
所
を
め
ぐ
っ
て
﹄
現
代
人
文
社
二
〇
〇
九
年
﹁﹃
教
育
の
原
点
﹄
と
は
何
か
？
︵
教
育
が
あ
ぶ
な
い
二
〇
〇
九
︶﹂
週
刊
金
曜
日
七
四
八
﹁
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
い
教
育
の
原
点
に
立
っ
た
改
革
を
︵
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
新
政
権
に
何
を
期
待
す
る
か
︶﹂
週
刊
金
曜
日
七
七
二
﹃
新
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
期
の
剥
奪
﹄
│
国
連
﹁
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
﹂
へ
の
報
告
書
︵
“D
eprivation
of
C
hildhood
in
N
eo-L
ibera
Society”一
〇
月
二
〇
日
︶
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